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１　は　じ　め　に

　白山の北部，蛇谷に沿って，石川県吉野谷村中宮温泉から，岐阜県白川村馬狩へぬける白山スーパ

ー林道は，着手してから10年の歳月を要して，昭和52年に開通した。

　この蛇谷流域は，自然が良く残されている白山地域の中でも，とくに原始性の高い地区であった。

このため，このスーパー林道造成工事と開通後の利用による自然環境への影響を把握して，この地区

の自然の保全に役立たせるべく，各分野にわたる調査が実施されている。この報告は，ササラダニ類

を対象として, 1977年９月５日･ 10月１日･ 11月８日の３回にわたって行った調査の結果についてま

とめたものである。

　なお，この報告をまとめるにあたって，横浜国立大学の青木淳一・原田洋両先生に，ササラダニ同

定について懇切な御指導を賜った。ここに記して，厚く感謝する。
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２　調査地の概要

　白山スーパー林道の谷側急斜面直下，蛇谷の右岸の河岸段丘に小規模ながら存在するブナ林内であ

り，標高は750 m, 南に緩く傾斜する(第１図)。

　胸高直径50cm,樹高20 m前後のブナが5

～10m間隔で散在し，亜高層にヤマモミジ･

ウリハダカエデ・ハウチワカエデ，低木層

にはリョウブ・マルバマンサク・オオバク

ロモジ・エゾユズリハ，草本層にクサソテ

ツ・リュウノヒゲ・マイズルソウ・ヤブコ

ウジ等があり，ササは点在するていどであ

る。

　林内はブナによりほぼウッ閉されている

が，林内の見通しは良い(写真一1)。

　土壌は適潤性褐色森林土Bdである。崩積

土のため角礫が多く，ブナの根系も縦横に発達しているために，土壌採取函の打込みにはかなりの困

難があった。

３　調　査　方　法

　土壌採取函（ブリキ製５×４×5 cm）が打込み易い箇所を選定し，深さ15cmまで，上・中・下層と

5 cmきざみで土壌を採取した。

　この調査では，毎回のサンプリングのさい，各層にそれぞれ５個づつの土壌採取函を用いたので，

地表面積100 cm3,深さ15cm,体積1,500cm3の土壌を採取したことになる。

　採取した土壌は，各層500cm3を二分してツルグレン装置に投入し,40W白熱電球で48時問照射し，

抽出した動物はすべて70％アルコールで固定して，上・中・下の各層別に集合プレパラートを作成し

た。

　集合プレパラートの小型節足動物は，ササラダニ亜目のみ種のレベルでの同定と個体数の算定を行

い，その他のものについては，目あるいは亜目のレベルで個体数を算定した。集計は土壌層を上から

順次第１層。第２層・第３層に区分して行った。

　なお，ササラダニ亜目の中でも種の同定の困難なDamaeidaeは科のレベルで, Suctobelbellaは属の

レベルで，幼若虫は亜目のレベルで分類した。

４　結果と考察

　　1）ササラダニの種数

　　３回のサンプリングの結果は第１表に示すとおり,35科44属61種が出現した。（ただし,Damaeidae

と, Suctobelbellasp.H1を除いた Suctobelbellaはそれぞれ１種として処理）。
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　種数の月変動を見ると,第２表･第２図に示すとおり, 9月５日分は29種, 10月１日分は39種, 11月

８日分は44種となっていて，順次その数をふやしている。

　垂直分布を見ると，第２表・第２図に示すように, 3回のサンプリングの結果を第１層・第２層・

第３層の順に記すと, 9月５日分は27・ 2 ・ 1, 10月１日分は33 ･ 13・6, 11月８日分は36・15・9

であって，いずれも第１層がもっとも多く，ついで第２層となり，第３層がもっとも少なかった。こ

れは青木ほか（1978）の報告にあるように，一般的な傾向である。

　なお, 9月５日分の第２層・第３層は極端に種数が少ないが，これは, A層中の有機物が一見して

もきわめて少なかったことに関係するのか，あるいは他の理由によるのかは不明である（第３図）。

　３回のサンプリングを通じて，第１層に出現せず，第２層のみに出現した種は Rhysotritiasp.H1

Ovpia viperea,Oppiellasp.Aの３種であり，第２層と第３層に共通して出現した種はないが，第３層

のみに出現した種は Periohmanniasp.HI, Opvia sp.Hlであった。この２種は11月８日分に出現した。

　下等ササラダニ類は，環境の悪化に弱いと考えられている（青木ほか1977 b, 芝ほか1978）ので，

第１表の Palaeacarushystricinusから Malaconothruspygmaeusまでの下等ササラダニ類の出現種数を
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第３表に示した。種数23はササラダニ全種数61の38％になり，既往の調査を参考にすれば，自然度が

高い（芝ほか1978）ことを示していると考えられる。

　第４表にササラダニ全個体数を示した。９月５日分は88, 10月１日分は216, 11月８日分は546, 3

回の合計は850（内幼若虫は132）となっていて，既往の調査に見られるように，夏から冬にかけての

個体数の増傾向がある。これらはそれぞれが100c㎡当りの個体数であるので,㎡当りに換算すると，

8,8000・21,600・54,600・85,000となる。85,000は３回の合計であるので，これを１回平均とすると，

28,333である。この数は，自然林としては多いとはいえない。

　幼若虫と種不明の個体を除いたササラダニの同定済個体数で下等ササラダニ個体数（第５表）を除

した数値は, 9月５日分が0.28, 10月１日分か0.20, 11月８日分が0.38, 3回を合計して0.32となっ

ていて，白山スーパー林道沿線のブナ林（標高1,300 m）の林縁附近における調査報告（星野1979）

の資料から計算した３回合計しての0.11に比較すると３倍である。谷川岳マヂガ沢ブナ林において，

青木が行った調査（芝ほか1978）から，同様の計算を行うと0.33であり，この数はほぼ等しく，この

地の自然環境の良好さを示すものと考えられよう。

　個体数の垂直分布を第４表・第２図に示す。３回のサンプリングの結果を，第１層・第２層・第３

層の順に記すと, 9月５日分は84・ 3 ・ 1, 10月１日分は150･54・12, 11月８日分は457･77・12であ

り，いずれの場合も第１層がもっとも多く，ついで第２層となり，第３層がもっと少なかった。青木

　（1963）が報告しているように，ササラダニ類は地表層にもっとも多く，深くなるにしたがって減少

するタイプであることを示している。

　３）相対密度

　３回のサンプリングの結果をまとめての61種それぞれの個体数を，全個体数（ただし幼若虫と種不

明を除く）で除した100分比を，相対密度として第１表の右欄に示した。Suctobelbellaspp.が21.8％,
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Oppiellanovaが12.3％と高く, Heminothruslongistosus･Megalotocepheusjaponicusは0.1％ともっとも

低いが，その差は白山スーパー林道沿線のブナ林（標高1,300 m）（星野1979）ほどではない。しか

しながら, Suctobelbellaspp.と Oppiellanovaの相対密度がいちじるしく高いことには変わりがない。

　サンプリング毎, 3層毎の相対密度5％以上の種を優占種として第６表にまとめた。

　サンプリング毎に，また土壌深度層毎に，優占種とその順位は変っているが，3回のサンプリング

の結果をまとめての相対密度１位である Suctobelbellaspp.（21.8％）は, 9月５日分の第２層, 10月

１日分の第３層, 11月８日分の第３層では出現せず，優占種とはなっていないが，出現した場合はす

べて優占種となっている。また, Oppiellnova（12.3% ）は相対密度２位であるが，9月５日分には３

層ともに出現せず, 10月１日分と11月８日分には３層共出現して，いずれも優占種となっている。こ
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の２種はさまざまな場所において優占種となることが多いが，この調査地においても例外でなかった。

相対密度３位の Epilohmanniaovata(7.6％)は９月５日分の第２層・第３層には出現していないが，

それ以外ではいずれも出現し，優占種になったのは５回であった。

　以上の３種までが，相対密度5％以上，つまり，3回のサンプリングの結果をまとめての優占種で

あるが，相対密度10位(2.3％)以上の種は，いずれかの月日分のいずれかの層で優占種となっている。

　高等ササラダニ類と下等ササラダニ類に分けて, 3回のサンプリングの結果をまとめての相対密度

20％以上の種数をみると，計11種のうち高等ササラダニ類７種，下等ササラダニ類４種であり，個体

数と種数における下等ササラダニ類の豊かさを示している。

　３回のサンプリングの結果出現した個体数が３ということは，3回のサンプリングの結果をまとめ

ての相対密度が0.4であるが，この0.4以下は26種を数え，高等ササラダニ類16種，下等ササラダニ

類10種である。

　4）種類相の特徴

　調査地のブナ林は標高750mであり，ブナ帯下部といえる。亜高山帯針葉樹林性のPterochthonius angelus，

Heminothrus longistosus,Malaconothruspygmaeusが出現する一方,暖帯常緑広葉樹林性のHoplophthiracarus

ku

間である温帯落葉広葉樹林のためであろう。

　この調査地での特徴的な出現種としては Epilohmanniaovataがある。3回のサンプリングのいずれに

も出現し，特に11月８日分の第１層では38頭を数え，3回の結果をまとめての相対密度は３位の7.6

％であった。

　また, Gehypochthoniusrhadamantusも３回のサンプリングのいずれにも出現し，相対密度は４位の

4.8％であった。

　Epilohmannia ovataもGehypochthoniusrhadamantusも下等ササラダニ類であるが，自然環境の変化

に弱いと考えられている下等ササラダニ類が，全ササラダニ類61種の38％にのぼる23種も出現し，そ

の個体数は全ササラダニ類（幼若虫・種不明を除く）707頭の32％にのぼる226頭が出現した。このこ

とは，自然環境の破壊にきわめて弱いと考えられているEulohｍanniaribagai（芝ほか1979），Palaeacarus

hystricinus（青木ほか1978）が出現していることとあいまって，この調査地の自然環境が良好であるこ

とを示していると考えられよう。

　5）ダニ・トビムシ比率（Ａ／Ｃ比率）
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　３回のサンプリング結果を第７表・第８表に示す。これによると, 9月５日分か1.50・10月１日分

か2.25 ･ 11月８日分か1.08・ 3回の結果をまとめて1.36であった。この数値は，白山スーパー林道沿

線のブナ林（標高1,300 m）におけるＡ／Ｃ比率が0.88（星野1979）,今回調査地の直上，標高1,100

mの２次林で1.10（星野1980）,さらに各地の多くの例（星野1979）を参考にすれば，まず妥当なとこ

ろといえよう。

　6)ササラダニ指数

　第９表に示したように, 9月5 日分は43・10月１日分は38・11月８日分は57・3回の結果をまとめ

て49となった。森林の場合，年間を通せば60前後（星野1979）と考えられるが，今回の数値はいちじ

るしく低かった。この理由として，前気門ダニ類の個体数の多さがあげられる。10月１日分の前気門

ダニ類の個体数は，ササラダニ類のそれよりも多かったが，他の２回においてもかなりの個体数であ

った。ササラダニ類の種組成とその個体数から見て，自然環境が良好に保たれていると評価したいに

も抱らず（青木ほか1977 a ）.ササラダニ指数の低さは,今回サンプリングした箇所のみの例外的なこ

とであるかどうかを，さらに継続して調査する必要がある。

５　摘　　　　　要

　白山北部，白山スーパー林道直下の谷間にあるブナ林において，ササラダニ群集構造調査のための

土壌のサンプリングを, 1977年９月・10月･ 11月に，それぞれ１回ずつ計３回行ない，種の組成とそ

の個体数を調べた。

1）出現したササラダニ個体数は850,内幼若虫は132であった。

　同定した種数は61,その個体数は成虫のみで707であり，幼若虫は同定困難なために，一括して個
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体数を出した。また，種不明の個体が11あった。

2）優占種である Suctobelbellaspp.とOppiellanovaの個体数の合計は241,これは同定した個体数の

34%であった。

３）下等ササラダニ類の種数は23,その個体数は226であり，優占種は４種を数え，種数・個体数と

もに多いといえる。

4）種数・個体数ともに，夏から秋へかけての増加傾向を示した。

5）土壌中での個体数の垂直変化は，第１層がもっとも多く，ついで第２層・第３層の順であった。
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Summary

In this report, the oribatid mite community structure in a Fagus crenate forest was studied on the

species level.

The samplings were carried out three times: on September 5, October 1 and November 8 in 1977, and

a total of 850 individuals of oribatid mites was found.

The density of the oribatid mite per squre meter was 8,800 on September 5, 21,600 on October 1

and 54,600 on November 8. The density was always in the order of first soil layer (0-5 cm) > second

soillay (5-10 cm) > third soil layer (10-15 cm) through the three samplings.

A total of 61 species of oribatid mites was collected from the three samplings, of which 14 spe-

cies such as Suctobelbella spp., Oppiella nova, Epilohmannia ovata, Gehypochthoniusrhadamankis, Liochtkonius

sp. HI and Malaconothrus pygmaeus were common to the three.

The species of relatively high density (≧ 2%) were as follows, Suctobelbella spp., Oppiella nova,

Epilohmannia ovata, Gehypochthonius rhadamantus, Liochthonius sp.HI, Malaconothrus pygmaeus, Scheloribates

sp.B, Tectocepheus velatus, Oppia sp. 17, Carabodes rimosus and Cultroribula tridentata.
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